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期末定期試験問題（2010年7月29日）

　この授業の締めくくりとして，未来の地球の姿，すなわち将来の海と陸の配置について考えてもらいた

い．授業で説明したとおり，いまから２億５千年前の地球では，すべての大陸は集まって北極から南極に

までいたる超大陸「パンゲア」を形成していた（配付資料の上の図）．その後，それがばらばらに分離して

現在のような大陸の配置となった（同，２番目の図）が，いまから２億５千万年後にはほとんどの大陸がふ

たたび集まってひとつの超大陸となる（３～５番目の図）ことが予測されている．

　２億５千万年後の形成が予測される超大陸について，プレ－トの今後の運動方向の継続あるいは変

化，新しい沈み込み帯の形成の有無などを根拠に主要な説が３つ提唱されている．「ノボパンゲア

（Novopangaea）」，「アメイジア（Amasia）」，そして「パンゲア・プロクシマ（Pangaea Proxima）」である．このと

きの日本列島の予測される位置はそれぞれの図に●で示してある．

　ではここで問題．以下の２問について別紙に解答せよ．

問１（60点）　将来の形成が予測されるこれらの３つの超大陸のうち，「これだ！」と思うものをまずひとつ選

ぶ（そう思う根拠は提示しなくてもかまわない）．そして，授業での配付資料などを参考にしながら，その選

んだ超大陸の形成過程（合体の過程）を時間軸に沿って現在から未来へと記述せよ．「何年後」という数

字はごくおおよそのものでかまわない．超大陸の核（基準＝動かない）となる大陸は現在のユーラシア大

陸とする．マダガスカルやグリーンランド，ボルネオ（カリマンタン），ニューギニアといった大きな島も大陸

として扱うこと．解答の具体例を以下に示す．

○将来の形成が予測される超大陸：○○大陸（上の３つのうちのひとつ）

１．約2000万年後．東から速度で移動してきた○○大陸がユーラシア大陸の○○の部分に衝突し合体．

２．約3000万年後．北上してきた○○大陸が約35度反時計回りに回転しながらユーラシア大陸の○○の

部分に衝突し合体．

３．約4000万年後．東西に分裂した○○大陸の西半分が南進し，○○大陸（※ユーラシア大陸とはかぎ

らない）の○○の部分に衝突後，時計回りに約20度回転して合体．

４．５．・・・・・・１１．（この番号がいくつまで続くかは考え方次第で異なる）

１２．約２億５千万年後．北へ移動してきた○○大陸が現在の○○大陸（※ユーラシア大陸とは限らない）

の○○の部分に衝突合体し超大陸が完成．

　なお，本紙裏面の図（授業での配付資料３の最上部の図と同じ）に示されたそれぞれのプレ－トの現在

の運動方向（たとえば，太平洋プレートが現在は西～西北西へ移動）は勝手に変えてはならない．変える

場合にはその根拠を示すこと（たとえば「西へ移動していたＡ大陸の北西端部がＢ大陸に最初に衝突して

しまったため，西進しつづけるＡ大陸には時計回りの回転運動がその後に生じた」とか，「北進していたＡ

大陸がＢ大陸に衝突したことによってＡ大陸の南方に新しい沈み込み帯が生じてしまった．これによっ

て，Ａ大陸の南にあったＣ大陸が北への移動を開始した」など）．

問２（40点）　問１で選んだ２億５千万年後の超大陸形成時点における日本列島をとりまく自然環境（地形

や気候など）はどのようなものと推定されるだろうか，現在の地球と比較し考察したうえで記載せよ．なお，

これら３つの仮説のいずれでも日本列島は「列島」ではないが，ここでは便宜上日本「列島」とする．



　この講義における最終成績の評価にあたっては，毎回の授業における問題への解答と課題レポートの

結果を総合してまず100点に換算する（出席点ではない．毎回の授業における評価の合計である．したが

って，すべての授業に出席していてもこの点数が合格点に達しない場合もありうる））．つぎに，この期末

試験の結果を100点満点で採点する．そして，両者を比べよりよい点数をもってこの講義の最終成績の評

価基準とする．
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